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　地域向け貸出金残高は、3兆2,947億円となり、総融資
残高3兆8,925億円の84.64%を占めています。

■ 地域※向け貸出金と府県別比率 ■  

（2022年3月末現在）

京都府 9.20%
3,031億円

和歌山県 3.37%
1,110億円

三重県 0.82%
270億円

奈良県
56.12%
18,490億円

大阪府・兵庫県
30.48%
10,044億円※地域の定義

南都銀行グループは、奈良県および大阪府、兵庫県、京都府、和歌山県、三重県の６府県を地元営業地域と
して営業基盤を拡大しつつ、長年にわたり地域に密着し経済活動を支援しています。本誌に記載している
「地域」とは、この地元営業地域のことをさします。

　地域の預金残高は、5兆6,345億円となり、総預金残高
5兆6,595億円の99.55%を占めています。
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（2022年3月末現在：銀行・奈良県内信用金庫＜ゆうちょ銀行・農協等
を除く＞を対象としています。）

京都府 6.85%
3,864億円

和歌山県 3.42%
1,928億円

大阪府・兵庫県
6.56%
3,697億円

三重県 1.49%
844億円

（2022年3月末現在）

■ 地域※の預金残高と府県別比率 ■

奈良県
81.65%
46,010億円

■ 当期純利益  ■

■ 自己資本比率  ■

■ 顧客向けサービス業務利益 ■

■ ROE ■

■ ROA ■

■ 貸出金残高 ■

■ OHR ■

■ 預金残高 ■
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南都銀行グループは地域の資金需要を力強く
支えることを通じ未来づくりに貢献します。
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顧客向けサービス業務利益＝本業（貸出・手数料ビジネス）の利益
貸出金平均残高×預貸金利回り差+役務取引等利益－営業経費
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ROE＝ 当期純利益
{期首純資産（除く新株予約権）＋期末純資産（除く新株予約権）｝÷2

 ×100
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ROA＝ コア業務純益 ×100総資産期中平均残高－支払承諾見返期中平均残高
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OHR＝ 経費 ×100コア業務粗利益

67.8％

38,858

56,595億円
（単体）（単体）

38,925億円

南都銀行グループの主要マーケットで
ある奈良県では預金・貸出金とも圧倒
的なシェアを誇っています。
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